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い ・実験経済学との交流から
連 載１２回 で は， 公入 札 の デ ザイ ンに 対す る 実験

経 済 学 的ア プ１コー チの 適 用 事例 を紹 介 した。 この

経 済 学の 新た な動 き は， 最近， 経 済誌 等 でも よく

取 り 上 げら れ， ジ ャー ナ ルの 発刊， 若 手研 究 者の

参 入 等， 研 究領 域 と して のア クテ ィ ビテ ィ は 高ま

っ て い る よ う で あ る。 コ ス ト 研 に も， 実 験 経 済 学

の 専 門 家 と の 数 度 の 交 流 を 経 て， 今 年 ５ 月 か ら

「実験経済学的方法による建築市場単価および入

札 間題 に 関す る 勉強 会」 という イ ンフォ ー マル ・

グ ル ー プが設 けら れた。 実 験 経 済学 側のメ ンバ ー

は， 西條辰義 （大阪大学社 会経済研究所教授），

大和毅彦 （東京都立大 学助教授）， 川越 敏司 （埼

玉 大学 助 手） である。 勉強 会 設立 の趣 旨は， 会 の

名 称の通り， 公入 札 問題， および 「建 築 市場 単 価」

の調査方法開発にその成果を導入するための基礎

約 な検 討で， どち らかと言 え ば後者 に重 点が ある。

本誌にも掲載された 「建築市場単価予傭調査」

の 結果 で は， 時期， 地域， 調査 対 象者 の属 性 を か

な り 隈 定 して も 回 答 に 相 当 の バ ラ ツ キ が 認 め ら

れ， ま た， そ れ は 必 ず しも 正 規 分 布 と は な ら な

い。
勉 強 会 で は，

建 築 側 か ら ゼ ネ コ ン と サ ブ コ ン

両者 の 回答 か ら擬 似 的 な市場 を 設 定 し， 実験 的 方

法に よっ て 取 引の 成立 しな い異 常 値の 排 除や 均 衡

価 格 を 求め る 可能 性 につ い て問 い か けた。 こ れ に

対 し， 実 験 経 済学 側 か ら被調 査 者 に正 直に 回 答す

る イ ン セ ン テ ィ ブ が 与 え ら れ て お ら ず， 回 答 に ノ

イ ズ を 含 む 可 能 性 を 否 定 で き な い と の 指 摘 が あ

り， 市場 に 関す る歪 み の ない 情報 取 得メ カ ニズ ム

の必 要が 示 さ れた。

鰯２．
誘因両 立性：人を 正直 に

させるメカニズム

実 験 経済 学 側 か ら の 具 体 的 な 提 案 は， 「イ ンセ

ン テ ィ ブ ・ コ ン パ テ ィ ビ リ テ ィ （誘 因 両 立 性）」

の 導 入 で あ っ た。
以 下， オ ー ク シ ョ ン を 例 に，

誘

因両立佳の意味を簡単に説明する。 自分の真の評

価 でＶ の せり 落 と した い物 件 があ る。 彼 がＶ で入

札 した場 合の期 待 収益 を Ｅ（ｖ）とする。 これに対し，

何らかの理由で彼の評価Ｖ以外の値を入れた場合

の 期 待 収 益 を Ｅ（ｓ）と す る。こ こ で Ｅ（ｖ）≧Ｅ（ｓ）が

必 ず 成 立 す る。 つ ま り， Ｖ
と い う 彼 に と っ て 真 の

評 価を 入 れた 方 が必 ず得 に なる。 これ が誘 因 両立

性 の条 件 であ る。 誘 因両 立性 の 成立 す るオ ーク シ

ョ ン方 式 を採用 す れ ば， 各参 加 者 が どのよ う な真

の評 価 を持 っ てい て も， 常 にそ の支 配 戦略 は 正直

に自 分 の評 価 通り の値 を 入 れる こ とに なる。

最 近 の理 論 経済 学 に は， 誘 因 両立 性 のよ う な条

件 を 入 札 等 個々 の 経 済 制 度 が 満 た す か， あ る い

は， そ の条 件 を満 足 する 制度 を 設計 す るメカ ニ ズ

ム ・ デ ザイ ン 論 と い う 領 域 が あ り， 入 札 ・ 契 約 ・

報酬 制度 の 設計， モラ ル ・ハ ザ ー ド （非効 率 的な

行動） の 防 止等 に 用 いら れて い る。 現 在， こ れを

建築 市場 単 価調 査 に導 入 可能 か， ま た， そ の具 体



約 方 法に つい て 建築 側 でも 検 討を 始 めた と ころ で

あ る。 こ こ では， 入 札 方式 に おい て 誘因 両立 性 を

満 た す こ と が 証 明 さ れ て い る 「セ カ ン ド ・ プ ラ イ

ス ・ オ ー ク シ ョ ン」 に つ い て 紹 介 す る。

翻
セ カ ン ド １ プ ラ イ ス １

８
。 オ ーク ショ ンと は

セ カ ン ド ・ プ ラ イ スー・ オ ー ク シ ョ ン と は， 亙９６１

年 に コ ロ ン ビ ア 大 学 の Ｖｉｃｋｒｅｙ
正）が 提 案 し た も の

で， 経 験 的 な 方 式 で は な い。 こ こ で，
そ の 内 容 を

工 事の 入札 を 例 と して簡 単 に説 明 する が， ま ず，

二つ の 必要 最 小 隈の 前提 を 示す。 一つ 目 は， 入札

者 は 工 事 に 関 す る 自 分 自 身 の 価 格 は 知 っ て い る

が， 他 人の そ れ は知 らな い こと （私的 価値 オ ーク

シ ョ ン），
二 つ 目 は， 入 札 者 は 真 に 競 争 的 で，

談 合

のような 入札 者 間の 協調 的 行動 はない ことである。

あ る発 注 者 が工 事の 発 注 を考 えて い る。 発 注者

はその工事を最低の価格で履行可能な業者に発注

した い。 しか し， 発注 者 は過 去 の入 札 結果 と その

履 行 状況 か ら， 入札 者 が 様々 な理 由か ら工 事 の獲

得 を 優先 させ， しば しば 必要 な費 用 を 下回 る札 を

入 れ るこ とや， また 逆 に， 利 益 を大 きく しよう と

して， 高 い札 を入 れる こ とを 知っ て いる。 発注 者

は， 入札 者の 真 の価 格 で 落札 者 を決 め得 るメ カ ニ

ズ ム を 採 用 し た い。 セ カ ン ド ・ プ ラ イ ス ・ オ ー ク

シ ョ ン は， ま さ に こ う し た 状 況 に 適 用 さ れ る。
そ

の 具体 的 な手 順 ・内 容 は， 通常 の 封 印入 札 によ っ

て 最低 価 格の も のを 落 札者 と 決め る が， そ の契 約

金 額 は落札 者 自 身が 入 れた 価格 で は なく， 全て の

入札者の中で２番目に安い金額 （セカ ン ト プラ

イ ス） とす る。 つ ま り， 自 分 自身 の入 札 価格 は 落

札 の可 能性 に の み影 響 を及 ぼす。

発注 者は これに予 定 価格 をオ プショ ンで設定 し，

２番 手 の価 格 がそ れ を上 回っ た 場 合， 予定 価 格 を

契 約 金 額と す るこ とも 可 能 であ る。 外 形 的に 予定

価 格 の 設定 は， そ れ を下 回 らな い と落 札 でき な い

６ 錐築コスト研究 鰯 Ａ岨Ｕ舳

という 点 を除 けば， 他の札 と 区別す る必 要は なく，

そ のメカ ニ ズ ム全 体 に も影 響 を及 ぼさ な い。

鰯
セカンド㊥プライ ス㊥オ“

４
国 クションにおける支配戦略

こ こ で， セ カ ン ド ・ プ ラ イ ス ・ オ ー ク シ 蟹 ン に

お ける 入札 者 の支 配 戦略 が， 正 直 に自 分 の価 格 で

札 を入 れる， とな る こと を確 認 する。 入 札者 の選

択肢 は以 下 に 示す ３ 通り ある。

（亙）入札 者 は 自分 自 身の 価格 を 正直 に 入 れる。

（２）入札 者 は自 分自 身の価 格 を下回 る札を入 れる。

（３）入札 者 は自 分自 身の価 格 を上回 る札を入 れる。

ま ず（２）の 場 合を 考 える。 こ れ が積 極 的に 選 択さ

れる の は， 正直 な 価格 を 入れ る と受 注 でき な い状

況 において， ユ番 低 い札を 入れる 場 合に 限られる。

しか しな が ら， こ れに よっ て 落札 しても， 自分 の

真の価格より低い価格の競争相手が必ず存在する

こ と から， 契 約 金額 は自分 自 身の 真 の価 格 を下 回

る。 結 果， （２）を 選 択 し て も 得 を す る こ と は な い。

つ ぎに（３）の場 合に つ いて 考 える。 これ が 選択 さ

れるの は， 正 直 に価 格 を入 れ ると １番 低 い札 と な

る 状況 に お いて， ２ 番 手以 下 の札 を入 れ る場 合 で

あ る。 し か し， それ は 落札 の 放棄 を意 味 し合 理 的

でない。 また， 落札 の権 利 を 失わ な い程 度に 価格

を 上 げる と しても， 契約 金 額 は２ 番手 の 札に 依 存

する の で 意味 は ない。（３）を 選択 しても や はり 得 を

す る こ と は な い。 つ ま り，
こ の メ カ ニ ズ ム で は，

全て の 入札 者 にと っ て，（ユ）の正 直 に自 分 の価 格の

札 を入 れる こ とが 支 配戦 略 とな る。

鰯
オークション方式の比較

５
。 ：収入同値定理

セ カ ン ド ・ プ ラ イ ス ・ 才 一 ク シ ョ ン が 選 択 さ れ

た 場 合， そ の結 果 は， 通 常よ く用 い ら れる ファ ー

ス ト ・ プ ラ イ ス ・ オ ー ク シ ョ ン （最 低 価 格 を 入 れ

た も のが 落 札 し， その 価格 で契約 す る） の 場合 と



比較 して どの よう な 性 質を 持 つの で あろ う か。 契

約 金 額 に つ い て み れ ば， フ ァ ー ス ト ・
プ ラ イ ス ・

オ ー ク シ ョ ン に お け る そ れ は， セ
カ ン ド ・ プ ラ イ

ス ・オ ー ク ショ ン の２ 番 手価 格 によ る契 約 金 額に

比 べ て 一 見 有 利 に み え る。 し か し な が ら，

ＭｃＡｆｅｅ
２）
，
Ｍ ㎏ｒｏｍ３）ら は，

一 定 の 条 件 に お いて，

特 定 の オ ー ク シ ョ ンメ カ ニ ズ ム （フ ァ ー ス ト ・ プ

ラ イ ス ・ オ ー ク シ ョ ン，
セ カ ン ド ・ プ ラ イ ス ・ オ

ー ク シ ョ ン，
イ ン グ リ ッ シ ュ ・ オ ー ク シ ョ ン，

ダ

ッ チ ・オ ーク ショ ン） で 得ら れ る発 注者 の 利 得 は

全 て 等 しい こ とを 証明 して いる。 これ を，
ごく簡

単 に言 え ば， 各メ カ ニ
ズム によ る 発注 者 の期 待利

得 は， 理論 的 に ２番 手 の価 格 に等 しい， と いう こ

と で あ る。
工 事 入 札 を 例 と す る と， フ ァ

ー ス ト ・

プ ラ イ ス ・ オ ー ク シ ョ ン の 落 札 者 は，
２ 番 目 に 低

い札 よ りほん の少 しだ け低 い価 格 を入 れれ ばよ い。

も し２ 番手 が 亙億 円 の札 を 入 れる の であ れ ば， 落

札 者 の 札 は９
，
９９９万９，

９９９円 で も よ い。
］ 方
，
発 注

者 は この よう に ほ と ん ど無視 でき る 代 償 で， その

工事 にお け る 各入 札者 の 正直 な 価格 を 知り う る。

聰
普 及 しないセ カ ン ド１

８・ プ ラ イ ス ㊥ オ ー ク シ ョ ン

Ｖｉｃｋｒｅｙ の提 案 以来 す で に３７年 が経 過 し， 上 で

述べ た よう な 特徴 を 有 して いる に もか か わ らず，

セ カ ン ド ・ プ ラ イ ス ・ オ ー ク シ ョ ン が 現 実 に 適 用

さ れた 事例 は非常 に少 ない。 論文 に は， 吉 切手，

直 筆 サイ ンのオ ーク ショ ン， 最 返 では 電波 の周 波

数帯 の便 用 権 の入 札 に用 い ら れた こと が 報告 さ れ

て いる。 この 少
ない 適 刷列か ら見 て も， オ ーク シ

ョ ン対 象 の評 価 に入 札 者側 の 私 的価値 が 強く 関 わ

り， かつ そ の情 報 を発 注
側， 競 売人 側 が 事前 に把

握 し難 いと いう 傾 向 は認 め られ る。

Ｒｏｔｈｋｏｐｆ
４）は， セ

カ ン ド ・ プ ラ イ ス ・ オ ー ク シ

ョ ンが 普及 しな い主 要 な理 由 を， 競売 人 の 不正 に

対 する 入 札 者の 懸念 と， 競 売 人 の正 直 に申 告
さ せ

る と い う 戦 略 に 対 す る 入 札 者 の 抵 抗 に あ る と す

る。 前 者 は， 競 売人 が入 札 者 の一 部 と共 謀 して 操

作 した 札 を入 れ る。 ある い は， 入 札 後そ の結 果 に

応 じて 都 合 のよ い 架空 の札 を 入 れる こ とへ の懸 念

で あ る。
古 切 手 の オ ー ク シ ョ ン は，

入 札 の 手 段 を

郵 送 と す る 場 合 が 多 く， そ う した 懸 念 も
生 じ 得

る。 後 者 は， 本 来 秘 匿と さ れる こ との 多い 正直 な

情 報を 発 注者 に与 え る こと に対 す る入 札 者の 様々

な 懸念 で ある。 工 事の 入札 を 考 えた場 合， 真 の 価

格 が 外部 に伝 わ れ ば， 落札 者 は契 約 後の 発 注者，

外注 先， 労 働組 合 との 交 渉に お いて 相 当の 不利
を

被る。 こう した 現 実 への 適用 に 即 した 懸 念は 相当

に強く， 条件次第で入札者間に共謀
が成立する可

能 性も 指 摘さ れ， 議 論 は堂々 巡り の感 も ある。 こ二

れま での 説 明 では， 談 合 等入 札 者の 協調 的
な行 動

は 無 視 し て き た が， Ｇｒ地ａｍ
５）は， そ

こ に 成 立 す

る入 札 者側 の 談合 戦 略， さ らに そ れに 対抗 す る競

売 人 （発 注者） の戦 略 につ いて も 言及 し てい る。

次 固 の 私 の 担 当 す る 回 で は，
こ の セ カ ン ド ・ プ

ラ イ ス ・ オ ー ク シ ョ ン に お け る 談 合 戦 略 に つ い て

紹 介する 予 定 であ る。 興 味 のあ る 方は， そ れ ま で

に どの よう な 戦 略が あ りう るか， お考 え いた だ け

れば と思 う。 最 後 に， こ こで 紹介 し
た 議 論 の多 く

は， 冒頭 説 明 した 勉
強 会 の成 果に 多 く を依 って い

る。 とく に， この 領域 の 詳細 な 文 献
リス トを 提供

して 頂 いた 川 越 敏司 氏 に記 して 謝 意 を表 した い。
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